
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目指す児童生徒像の具現化に向けた取組 

(1) 学力・体力の向上 

 ・【国語部会】【算数・数学部会】【外国語活動・英語部会】を設置し、研究授業や課題改善カリキュ 

  ラムの作成などを通して小・中の学習指導上の課題や指導法を情報交換し、連携を深めています。 

(2) 豊かな人間性・社会性の育成 

 ・交流分科会の中で小・中の諸活動の交流を行っています。下記の取組を行ってきました。 

   小学校より 部活動見学、中学校訪問（生徒会役員からの関中紹介と授業見学）、あいさつ運動 

中学校より 小学校への職場体験、中学生の作品紹介（壁新聞・美術作品・合唱コンクールＣ

Ｄ）、ようこそ先輩（小学校訪問）、海外派遣報告、ウインドアンサンブル部演奏

会、生徒会長の話、あいさつ運動  ＊あいさつ運動は、合同で実施しました。 

(3) 安定した学校生活 

 ・生活時程や学習規律など学校のきまりを中心に情報共有を図り、連携を深めています。 

 ・ＳＮＳを介した個人情報に関するトラブル防止に対して、三校それぞれが「学校ＳＮＳルールづ

くり」を行いました。 

                                                 主な予定（年間計画） 

２ 教育プラン推進のための推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 内 容 

 6 月 24 日 第１回校区別協議会 

 8 月 30 日 国語、算数・数学部会 

 9 月 9 日 学校公開・部活動見学 

 9 月 16 日  外国語活動・英語部会 

 9月 27,28日 中学生の職場体験 

10 月 12 日 関町北小 2年『まち体験』 

11 月 8 日 石神井台小 6年学校訪問 

11 月 17 日 第 2 回校区別協議会 

12 月～2月 合同あいさつ運動 

 1 月 20 日 小中一貫教育ﾌｫｰﾗﾑ､ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 

 3 月予定 生徒会長の話 

 3 月予定 ようこそ先輩 

 3 月予定 生徒海外派遣報告 

 3 月 11 日 ウインドアンサンブル部演奏会 

関中学校区 

関中学校    

 石神井台小学校  関町北小学校 

目指す児童生徒像 

○学習の基本をしっかり身に付け、苦手な学 

 習にも進んで考え、粘り強く取り組む児童 

 ・生徒 

○互いの交流を通して親近感をもち、小学生 

 は中学校への興味・関心を高めて不安を解 

 消し、中学生は自己有用感がもてる児童・ 

 生徒 

○学校のきまりや共通の基準によって、主体 

 的に行動する力や見通しをもって的確な判 

 断ができる児童・生徒 

 

中学校区の特色 
 小学生は中学校に進学して新しい友達や

部活動を楽しみにしているが、苦手な教科、

定期テスト、友達などに不安も感じている。

関中グループは、「中１ギャップの解消を図

るために、小学校と中学校が連携し、小中

一貫教育の工夫」に取り組んでいます。 
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